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前提 制約時間を tmax，処理時間を tall，保存しているの構成
を p，計算時間を texe，通信時間を ttran，変更数を hとする．
初期値はコア数 1，h = 0である．
Step1 初期構成の計算時間 texe を測定し tmax と比較する．
Step2 tmax の方が小さい場合，コア数を増加させ，計算時間
texe を測定し，tmax と比較する．
Step3 texe が tmax よりも小さい場合，通信時間 ttran を計測
する．ttran は CELLプロセッサの転送速度を基に手動で計算
を行なう．
Step4 texe と ttran を合計し，処理時間 tall を計算する．そし
て，tall と tmax を比較する．
Step5 ttran の方が小さい場合，バス構成を変化させて Step3
に戻る．ただし，変化させる回数は hまでとする．また，hで
とり得る全バス構成を調査した場合は h = h+1とし，同様の
操作を行なう h = 9の場合は h = 0とし Step2に戻る．
Step6 以上の操作を繰り返し，tall が tmax を満たすまで行な
う．満たした場合，コア数，p，hを出力する．条件を満たさな




































処理時間 tnow を測定する．そして，tnow と tkeep を比較する．
Step3 tnow の方が早い場合，その構成 pnow と処理時間 tnow，
変更数 hを保存する．
Step4 同じ変更数でとり得る全ての構成に対して実行してい
ないのであれば Step3へ．さもなければ ttlm と tkeep を比較
する．



























アプリケーション 制約時間 SPU の個数 処理時間 変更数
�姫野ベンチ 1000000 8 999141 17
�姫野ベンチ 2000000 4 1868854 13
�姫野ベンチ 5000000 2 4069942 0
�ニュートン反復法 200000 8 193946 14
�ニュートン反復法 500000 4 492567 14

























アプリケーション 制約時間 全探索 提案手法
�姫野ベンチ 1000000 25159680 33
�姫野ベンチ 2000000 8388770 9
�姫野ベンチ 5000000 1 1
�ニュートン反復法 200000 25165932 41
�ニュートン反復法 500000 16777324 17
�ニュートン反復法 1500000 8388662 21
図 4: 提案手法と全探索の実行時間
4 おわりに
本論文ではCELLプロセッサにおけるトランザクショ
ンレベルモデリングを用いたコア構成の決定手法を提
案した．実験により，シミュレーションの実行回数を
全探索の 1%以下に削減出来ることを確認した．しか
し，制約時間によっては全探索のシミュレーション結
果と差異が見られないことがある．今後の課題として
コア構成の種類の増加，CELLプロセッサ以外のプロ
セッサへの対応，更なる時間削減手法の提案が挙げら
れる．
